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山口県教育委員会では、未来に向かって挑戦し続ける、たくましい「やまぐちっ子」の育成や思春期にある子
どもたちへの多面的な支援に向け、長期自然体験活動「心の冒険・サマースクール」を実施します。
舞台は大自然。世界的な冒険教育機関である、ＯＢＳ（アウトワード・バウンド・スクール）から取り入れた
ノウハウを基に、ダイナミックな活動を展開します。

2022Summer School冒

小学生
チャレンジプログラム

中高生
クエストプログラム

７/２３㈯～７/３０㈯ 〔７泊８日〕 期間 ７/３１㈰～８/７㈰ 〔７泊８日〕

県内の小学５・６年生 ２４人
（昨年度の参加者は対象外）

対象 県内の中学１年生～高校３年生 １８人
（昨年度までの参加者も応募可。ただし初参加者優先）

主催： 山口県教育委員会/共催：（公財）山口県ひとづくり財団/後援：山口市教育委員会

事前説明会：６/２６㈰ 9：30～13：00 場所： 山口県十種ヶ峰青少年自然の家
及び周辺山域（※現地集合・解散）

■参加者・保護者を対象に、事業目的や内容、持参物、感
染症対策等の説明、Q&A及び班別活動等を行います。

■応募多数による抽選の場合、事前説明会に参加できる方
が優先されます。

参加費：
（全日程）

17,000円
（食費、保険代、消耗品等）

備考： 最終日にお子様の様子をお知ら
せする保護者懇談を実施します。

共
通



【問い合わせ先】
山口県教育庁地域連携教育推進課 青少年教育班

電話 :（ 083 ）933－4650
※事業の詳細は本課のホームページでご覧ください

心の冒険・サマースクール 検索

白紙のまま
抽選結果等を
記載して返送
します。

63
753-8501
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右記様式を

切り取って

ご利用ください。

(コピー可)
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下記の要領で、「往復はがき」にてお申し込みください。
締切【５月３０日（月）当日消印有効】

★ Q&A （気になること）★

Q3. どんな持ち物が必要ですか?

Q4. その他,申込みの際、知っておくべきことは？

往信

返信

「心の冒険・サマースクール」参加申込書

ふりがな

氏 名 性別( )

保護者氏名 印

学校名( 立 )学校( )年

生年月日 西暦 年 月 日

〒
住所

電話番号( ) － 1

〔参加者の思い※本人直筆〕

【サマースクール体験会】

参加希望保護者氏名 性別( )

〇を記入 参加希望コース

小学生チャレンジプログラム（7/23～30）

中高生クエストプログラム（7/31～8/7）

（保護者）サマースクール体験会（7/27～30）

参
加
者
の
住
所

参
加
者
の
氏
名

様

Q1. どんな特徴がありますか?

Q2. 指導者はどんな人ですか?

可 ・ 不可 事前説明会(6/26)への参加

指導者は野外教育の経験豊富な教職員・行政職員等です。
1班(６名程度)に２名以上配置します。

ザック(リュックサック)などは、主催者で準備します。衣類・軽
登山靴・帽子・雨ガッパ・ヘッドライト等、個人の装備は購入が
必要となる場合があります。詳細は事前説明会でお知らせし
ます。

●必ず「本人の意志」に基づいてお申し込みください。
●応募多数の場合は、学年・男女のバランスを考慮の上、プ
ログラムごとの抽選で参加者を決定し、郵送にて結果をお
知らせします。（締切後２週間以内）

●悩みを抱えるお子様に対して、一定の優先枠を設けていま
す。往復はがきを送付の上、封書にて概要をお知らせくださ
い。(参加を保証するものではありません)

●お申込みの際にいただいた個人情報は当該事業の実施以
外の目的には使用しません。

●今後の新型コロナウイルス感染症の影響等を考慮し事業
を中止する場合がありますのであらかじめご了承ください。

★応募方法★

保護者対象

サマースクール体験会

期間 ７/２７㈬～７/３０㈯ 〔３泊４日〕

内容 子どもたちと同様の活動を追体験

対象
チャレンジ・クエストプログラム参加者の保護者他
１０人（昨年度までの参加者も応募可）

参加費 10,000円 （食費、保険代、消耗品等）

●サマースクール体験会参加者のお子様は、チャレン
ジ・クエストプログラムに優先的に参加できます。
（※保護者お一人につきお子様一人）

●参加決定後、保護者の方が参加できなくなった場
合は、お子様の参加も無効となります。

●期間中、チャレンジプログラム参加のお子様とは別
行動になります。最終日は、お子様と一緒に帰宅し
ます。

●新型コロナウイルス感染防止対策を講じた上での自
然体験活動
密集を避けるため、参加者同士の距離を十分に確保した施
設泊または個別のテント泊とします。また、事前の健康観察・
マスクの着用・手指消毒等、感染防止に十分配慮した上で、
登山・ロッククライミング・サイクリング等の非日常的な活動に
チャレンジします。

●集団によるグループワーク
「話合いによって目標を決め、協力してやり遂げ、活動を振
り返る」というサイクルを基に、個人とグループの成長を図りま
す。

●自立性を尊重したさりげない支援
指導者はカウンセリング的な手法で参加者と向き合い、皆
が自立的に目標を達成できるよう、さりげない支援をします。

●日常生活につながる変容

「人前でも積極的に話すようになった」「家事を進んでやるよ

うになった」「他人を思いやり、苦手な人に対しても公平な目を
もとうと努力するようになった」等の感想が保護者アンケート
から寄せられています。


